記入例
営　農　計　画　書

王寺町農業委員会会長　殿

1． 誓　約
私は、この度下記農地を取得(借受)するにつき、農地取得(借受)後は農地法の趣旨に鑑み、農地を荒廃することなく耕作の事業を営み、農地を効率的に利用することを誓約致します。
なお、違反した場合は許可の取消処分をされても異議ありません。

平成　　年　　月　　日

住所　王寺町○○　丁目○番○号
氏名　○○　○○　　　　　　　　　　㊞

記
1 
(土地の表示)
	土地の所在
	地番　
	地目
	面積(㎡)
	栽培予定品目

	
	
	公簿
	現況
	
	

	王寺町○○丁目
	○○○
	田
	田
	○○　
	作付け予定品目を記入

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


2 
1． 農業従事者及び従事日数
	氏名
	年齢
	性別
	続柄
	現在の
職業
	農作業
従事日数　
	農業経営
経験の有無

	○○　○○
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	△△　△△
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


3 
･現在、農業以外の職業に従事している場合においての農業従事予定日数算出方法について

4 
･過去において農作業に従事した経験がある場合においての時期、期間及び状況について

5 
2． 農機具所有状況
	　
	所有の有無
	台数
	備考

	　耕転機
	　
	　
	　

	　トラクター
	　
	　
	　

	　田植機
	　
	　
	　

	　バインダー
	　
	　
	　

	　コンバイン
	　
	　
	　

	　脱穀機
	　
	　
	　

	　トラック
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


6 
･現在、農機具を所有していない場合の購入計画について
7 
･農機具を第三者から借り入れる場合、貸与契約を結んでいるか。もしくは農機具の借り入れに所有者の同意を得ているか。(なお、同意を得ている場合は同意書を添付)

3． 地元との関係等について
8 
･水利(地元)との協議


9 
･販売経路
⑩
･その他参考となるべき事項


	事項
	記載の要領

	①土地の表示
	許可申請書の記載に従って、土地の所在、地番、地目、面積を記入し、許可後栽培を予定している品目(作付予定品目)を記入する

	②農業従事者及び従事日数
	・一般の場合は世帯員総員を記入する。
・申請人本人のほか、世帯を構成している世帯員を列記し、それぞれについて年齢、性別、権利取得者との続柄、職業、農作業従事日数、農業経験の有無について記入する
・「農作業従事日数」欄には、農地等を取得後の耕作従事予定日数を記入する

	③現在農業以外の職業に従事している場合においての農業従事予定日数算出方法について
	②で記入している農業従事日数(または予定日数)算出根拠を具体的に記入する。

例)　１２日×１２ヶ月＋農繁期１０日＝１５４日

	④過去において農作業に従事した経験がある場合においての時期、期間及び状況について
	②で記入している農業経験がある者について、その経験した内容を具体的に記入する。(農作業を行っていた経営内容、時期、期間、自分が主体的に行っていたのか、手伝いか等)

	⑤農機具所有状況
	様式中に記載してある農機具以外に保有しているものがあれば、記入する。

	⑥現在農機具を所有していない場合の購入計画について
	所有農機具がない場合、新たに所有する購入計画があるか、何をいくつ購入するのか、いつ頃までに揃えるのか等、具体的に記入する。

	⑦現在農機具を所有していない場合の購入計画について
	・農機具を借受により確保する場合は、その見込みを判断するため貸し手との契約があるか、または借受に関する同意(承諾)を得られているかを詳細に記入する。
・契約同意(承諾)がある場合はその書面(写し)を添付する。

	⑧水利(地元)との協議
	申請地を取得後耕作をしていくにあたり、地元との調整内容(特に水利管理者との調整等)について、具体的な措置内容を記入する。

	⑨販売経路
	許可後耕作をして得られた収穫物の処分方法について、商業販売を計画しているか。ある場合にはその具体的な販売計画、流通経路等を記入する。

	⑩その他参考となるべき事項
	・本件申請以外に別途同時申請が存在するとき(本件面積で下限面積１０ａに達しない等)は、その旨記入する。
・その他申請に至る契機(農地取得の動機)の説明等許可の判断にあたって必要となりうる事項があれば、その内容を記入する。



